
 

 

 

コロナ禍から２年以上が経過しましたが、交通運輸産業は未だに危機的状況から脱し切れておらず、 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ九州労組は７月５日、北九州市「ＪＲ九州ステーションホテル小倉」において、第 32 回定期大会を

開催した。大会には、来賓としてＪＲ連合の荻山市朗会長にお越しいただき、連帯の挨拶をいただいた。ま

た、９月実施予定の苅田町議会議員選挙において組織内候補として立候補を予定している井上修氏（現苅田

町議会議員）に準公認証書が授与された。冒頭、執行部代表してあいさつに立った芦原秀己中央執行委員長

は、取り巻く環境の不確実性が増大する中においても、引き続き安全の確立を最優先課題に位置付けながら、

次なるステージに向け、全組合員が一致団結し、力強く行動していくことを訴え、主要課題を提起した。 
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退任される役員の皆様、お疲れ様でした。 
ありがとうございました。 

今回の大会で退任した芦原前中央執行委員長 

大会に参加し挨拶に聞き入る代議員 

議事では、23 人の代議員らによる活発な

発言が方針を補強し、全ての議案と大会宣言

（案）は満場一致で決定した。最後に吉田祥

司書記長が「いかに組織の魅力を高めていく

のか真価が問われている。学習と発信力を強

化し、組織力と団結力を揺るぎないものにし

ていこう」と決意を述べた。役員改選では、

芦原中央執行委員長を始めとする７人の役

員が引退し、新たな役員体制を確立した。 


